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木　村　克　彦
ペーターは孤独を愛した。それゆえ唯美主義者たりえた。ワイルドは、本当に唯美主義
者であったろうか……
ペーターは文字通り「象牙の塔」に立て籠もり、世を鳥瞰し、自らもそれを「観照の生
活」として生き方としたのである。
ペーターはその繊細な慧眼でもって現実世界を眺め、想うところを記述した。周知のよ
うに『享楽主義者マリウス』は、哲学小説である。動きは極めて少ない。
「家の中の子」は、ペーターの自伝的小説である。やはり「動き」の少ない作品だ。殆
んどが、ペーターの思想遍歴で満たされている。リチャード・エルマンも次のように言う。
Ｉｔ　ｗａｓ　ａ　ｃｈａｎｇｅ　ｔｈａｔ　Ｗｉｌｄｅ　ｗｏｕｌｄ　ｅｃｈｏ　
ｌａｔｅｒ　ｗｈｅｎ　ｈｅ　ａｃｃｕｓｅｄ　Ｐａｔｅｒ　ｏｆ　
ｄｅｔａｃｈｍｅｎｔ， ｍｅａｎｉｎｇ　ｔｈａｔ　ｈｅ　ｌａｃｋｅｄ　ｔｈｅ
ｃｏｕｒａｇｅ　ｔｏ　ａｃｔ．（１）
ワイルドが、ペーターは行動する勇気を欠いていたという意味で、ペーターの遊離への
批判を繰り返したのは、変容であった。
ひとつ見逃されてきた事実がある。
ペーター、ワイルド共に、刹那主義者であったが、これには共通の理由があるというこ
とである。両者ともに、幼少時に肉親を亡くしているのである。ワイルドは12歳の折に９
歳の妹アイソラを亡くした。ペーターも５歳のときに父親を亡くしているのである。
即ち両者とも、幼年期から人間の宿命である「死」の意味を、身をもって理解していた
のである。いみじくもペーターが『ルネサンス』で書いている。
Ａ　ｃｏｕｎｔｅｄ　ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　ｐｕｌｓｅｓ　ｏｎｌｙ　ｉｓ　
ｇｉｖｅｎ　ｔｏ　ｕｓ　ｏｆ　ａ　ｖａｒｉｅｇａｔｅｄ， ｄｒａｍａｔｉｃ
ｌｉｆｅ．（２）
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私たちの多彩で劇的な人生に与えられているのは、限られた脈拍にすぎない。
ワイルドにしてからが然り。
Ｎｏｗａｄａｙｓ， ｗｅ　ｃａｎ　ｓｕｒｖｉｖｅ　ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ　
ｅｘｃｅｐｔ　ｄｅａｔｈ．（３）
今日、私たちは何でも免除してもらっているが、死だけは避けられない。
亡き者が両者に「時間」の貴重さを教えたのである。『ドリアン・グレイの肖像』の隠
れたテーマのひとつは「時間」だと言ってもよい。
では、限られた人生を十全に生きるには、いかにすべきか。両者の出発点は同じであっ
たかもしれない。
人生のほうから時間の意味を教えられた両者が、どのように時間を使うか─いかに生
くべきかを考えるのは自然の成り行きだった。
ペーターは宗教的なるものを基盤とし、学者として「象牙の塔」に立て籠もり、そこか
ら現世を見渡した。ペーターは、その態度を「観照の生活」とし、文字通りそれを「生き
方」としたのである。ペーターの芸術論に、殆んど「行動」は伴わなかった。
ペーターの享楽主義─エピキュリアニズムは、その主義本来の意味─克己の果てと
して得られる精神的平静を志向するもので、その詳細は『享楽主義者マリウス』に描かれ
た通りのものである。この小説は、思想遍歴であり、「行為」は殆んど描かれていない。
さて、一方ワイルドは……「インテンションズ」において芸術論をものした数年前、ワ
イルドは童話集を編んだ。就中、ワイルドの視座を示した象徴的な作品は「幸福な王子」
である。死して王子は高い円柱の上に登る。この時点では、ある意味ワイルドはこの世を
観照する。そして実感するのである……「この世は美のみならず」。
身近な者の死は、ペーター、ワイルドに「悲哀の美しさ」を教えたであろう。悲しみこ
そ両者にとっての「美」の原点であった。
では、そもそも「美」とは何か。
ペーターは（幸いにも）そのものの定義付けは避けた。『ルネサンス』序文において言
う。
Ｍａｎｙ　ａｔｔｅｍｐｔｓ　ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ　ｍａｄｅ　ｂｙ　ｗｒｉｔｅｒｓ
ｏｎ　ａｒｔ　ａｎｄ　ｐｏｅｔｒｙ　ｔｏ　ｄｅｆｉｎｅ　ｂｅａｕｔｙ　ｉｎ　
ｔｈｅ　ａｂｓｔｒａｃｔ， ｔｏ　ｅｘｐｒｅｓｓ　ｉｔ　ｉｎ　ｔｈｅ　ｍｏｓｔ
ｇｅｎｅｒａｌ　ｔｅｒｍｓ， ｔｏ　ｆｉｎｄ　ｓｏｍｅ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
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ｆｏｒｍｕｌａ　ｆｏｒ　ｉｔ．．．．ｉｎ　ａｅｓｔｈｅｔｉｃ　ｃｒｉｔｉｃｉｓｍ
ｔｈｅ　ｆｉｒｓｔ　ｓｔｅｐ　ｔｏｗａｒｄｓ　ｓｅｅｉｎｇ　ｏｎｅ'ｓ　
ｏｂｊｅｃｔ　ａｓ　ｉｔ　ｒｅａｌｌｙ　ｉｓ， ｔｏ　ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｅ
ｉｔ， ｔｏ　ｒｅａｌｉｓｅ　ｉｔ　ｄｉｓｔｉｎｃｔｌｙ．（４）
美を抽象的に定義し、これを極めて漠然とした言い方で表現し、普遍的に適用できる何
らかの定式を見出そうとする多くの試みが美術や詩を論じる著述家たちによって行われ
てきた。……唯美主義の批評家の場合、対象をあるがままに見るための第一歩は、自分
自身が受けた印象をあるがままに知り、それを識別し、はっきりと理解することである。
「定義」よりは「印象」を重視したわけである。ワイルドとて然り。「美とは云々」と
いった記述は意外に見られない。「美しいもの」という言い方の方が多い。『ドリアン・グ
レイの肖像』の序文。
Ｔｈｅ　ａｒｔｉｓｔ　ｉｓ　ａ　ｃｒｅａｔｏｒ　ｏｆ　ｂｅａｕｔｉｆｕｌ　
ｔｈｉｎｇｓ．（５）
芸術家とは美しいもの
．．．．．
の創造者である。（傍点筆者）
しかしながらワイルドの方が、ペーターより「美」そのものを、深く追究したように思
えてならない。
ペーターは生きる「よすが」を求め、精神的平静の世界を希求しながら、人生を送った。
『ルネサンス』の「結論」において言う。
Ｓｏｍｅ　ｓｐｅｎｄ　ｔｈｉｓ　ｉｎｔｅｒｖａｌ　ｉｎ　
ｌｉｓｔｌｅｓｓｎｅｓｓ， ｓｏｍｅ　ｉｎ　ｈｉｇｈ　ｐａｓｓｉｏｎｓ，
ｔｈｅ　ｗｉｓｅｓｔ， ａｔ　ｌｅａｓｔ　ａｍｏｎｇ　“ｔｈｅ　
ｃｈｉｌｄｒｅｎ　ｏｆ　ｔｈｉｓ　ｗｏｒｌｄ，“ ｉｎ　ａｒｔ　ａｎｄ　ｓｏｎｇ．（６）
ある者はこの幕間を無為に過し、ある者は激情のうちに過し、最も賢明なる者─
少なくとも「この世の子」のなかで最も賢明な者は、芸術と歌のうちに過ごす。
一方、ワイルドは「美しいもの」に、デモーニッシュな要素をも見い出した。この点が、
ペーターとワイルドの分水嶺である。
なぜそうなったか。
ワイルドには、ペーターにないもの─ウィットの才、逆説の才があったからである。
「美しいもの」が眼前に実在するとき、ペーターはそこから受ける「印象」を重視する。
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「美しいもの」がワイルドの眼前に実在するとき、その逆もまた真なり。私たちは、ワ
イルドの逆説の才に、人間の深淵を見ることになる。
ワイルドは『つまらない女』において言う。
Ｏｎｅ　ｓｈｏｕｌｄ　ｓｙｍｐａｔｈｉｓｅ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ｊｏｙ， ｔｈｅ
ｂｅａｕｔｙ， ｔｈｅ　ｃｏｌｏｕｒ　ｏｆ　ｌｉｆｅ． Ｔｈｅ　ｌｅｓｓ　
ｓａｉｄ　ａｂｏｕｔ　ｌｉｆｅ'ｓ　ｓｏｒｅｓ　ｔｈｅ　ｂｅｔｔｅｒ．（７）
私たちは人生の歓びや美や色彩にこそ共感すべきです。人生の傷には、触れなければ触
れないほど良いのです。
ワイルドのデカダンスや快楽主義が、ここにはある。しかし、これは仮面のワイルドで
はなかろうか。ワイルドの芸術論をもってして「表層の美学」とする向きもある所以であ
る。
ワイルドの作品で、表向きは笑いやウィットや美ばかりが目立つ作品があるかもしれな
い─しかし、その背後には、「人生の傷」、「悲哀」が押し隠されているのだ。その最も
成功した例が『真面目が大切』である。ワイルドは『獄中記』において言う。
Ｓｏｒｒｏｗ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｕｌｔｉｍａｔｅ　ｔｙｐｅ　ｂｏｔｈ　ｉｎ　
Ｌｉｆｅ　ａｎｄ　Ａｒｔ．（８）
悲哀こそは人生および芸術の両者における究極の典型なのだ。
この視座からワイルドの作品を見るなら、『真面目が大切』がワイルドの最高傑作とい
うことになろう。ワイルドはウィットや逆説の背後に、「悲哀」を押し隠そうとした。し
かし、才能は宿命でもある。
Ｗｈｙ　ｈａｓ　ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｓｕｃｈ　ａ　ｆａｓｃｉｎａｔｉｏｎ？（９）
なぜ破滅には、こんなにも魅力があるのだろう。
かく自らが言うように、ワイルドは獄に下った。『真面目が大切』の背後に隠されてい
たものは、『獄中記』として世間に晒されることとなる─否、晒すと言うより、ワイル
ドの表現と言って良いであろう。『真面目が大切』と『獄中記』は、同じコインの裏表だ。
この「自ら破滅に向かう」という生き方は、ペーターに見られない点である。ペーター
には、『ドリアン・グレイの肖像』読後に表明されたような高次への志向があったのであ
る。
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要するに、ある一定の高みからこの現し世を眺めたときに、見えてくるのは、無論、
「美しいもの」のみではなかった。悪や退廃や卑俗も見えたに相違ない。
そういうものを、ペーターは低次なものとして排除した。この点で、ペーターはモラリ
ストである。
一方、ワイルドは対照的だ。逆説家ワイルドは、俗物的なるものにも魅き付けられたの
である。『ドリアン・グレイの肖像』におけるように、俗物たちは刺激に満ちた存在だっ
た─無論、美少年たちも。
加うるに、ワイルドにおける「美」を考察するときに、忘れてならないのは、時として
「美」が「悪」と結び付くということである。次の『ドリアン・グレイの肖像』における
一行は、極めて重要である。
Ｔｈｅｒｅ　ｗｅｒｅ　ｍｏｍｅｎｔｓ　ｗｈｅｎ　ｈｅ　ｌｏｏｋｅｄ　ｏｎ　
ｅｖｉｌ　ｓｉｍｐｌｙ　ａｓ　ａ　ｍｏｄｅ　　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｗｈｉｃｈ　ｈｅ　
ｃｏｕｌｄ　ｒｅａｌｉｓｅ　ｈｉｓ　ｃｏｎｃｅｐｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ
ｂｅａｕｔｉｆｕｌ．（10）
悪というものも、所詮は自分が抱いている美の概念を実現する一手段に過ぎぬと思われ
る瞬間が、ドリアンには一度ならずあったのだ。
既にワイルドは、「若者のための警句と哲学」において、「悪の魅力」を次のように語っ
ていた。
Ｗｉｃｋｅｄｅｎｅｓｓ　ｉｓ　ａ　ｍｙｔｈ　ｉｎｖｅｎｔｅｄ　ｂｙ　ｇｏｏｄ
ｐｅｏｐｌｅ　ｔｏ　ａｃｃｏｕｎｔ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｃｕｒｉｏｕｓ
ａｔｔｒａｃｔｉｖｅｎｅｓｓ　ｏｆ　ｏｔｈｅｒｓ．（11）
悪とは他人の不思議な魅力を説明するために、善良な人々によって発明された神話であ
る。
ワイルドは、「悪」なるものが持つ抗いがたい力に、逆説的な「美」を見ていたのかも
しれない。
Ｄｅｎｍａｒｋ‘ｓ　ｐｒｉｓｏｎ．（12）
デンマークは牢獄だ。
ハムレットの如く、ワイルドにはこの世が牢獄だったのかもしれない。どんなに「美し
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いもの」があっても、その逆もまた真であったからである。
対照的にペーターは、終生『家のなかの子』であった。この世を、あるがままに眺めた
が、美しいものから受ける印象を重んじた。悪に傾倒するような行為はなかった。観照す
るモラリストであったからだ。三島由紀夫も言う。
ワイルドの師ペイタアの享楽主義が、美の相対的な救済そのものを、一つの生活規範と
して確立した。（13）
私たちは、ペーター、ワイルドの生き方を並べたとき、選ぶべきは「観照するモラリス
ト」、ペーターのそれであろう。しかし、文学としての深みはどうであろうか。吉田健一
は、『英国の近代文学』において言う。
……思想を二つとない言葉で表す方法を身に付けることから生じた文体といふものは、
ワイルド以前にはない。……感情や思想が複雑になつて在来の文章の形式ではその表現
に堪えなくなつた時に、この内容に即した文体を作り出すことで近代にその表現を与え
たのがワイルドだった。（14）
悪や破滅の魅力─現代においてさえ、ネロやナルシスは常に私たちと共にいるのであ
る。ワイルドは、晩年、次のように語ったそうだ。
．．．ｎｏｗ　ｔｈａｔ　Ｉ　ｄｏ　ｋｎｏｗ　ｔｈｅ　ｍｅａｎｉｎｇ　ｏｆ　
ｌｉｆｅ， Ｉ　ｈａｖｅ　ｎｏ　ｍｏｒｅ　ｔｏ　ｗｒｉｔｅ．（15）
……人生の意味を知ってしまった以上、書くべきことは何もない。
「人生の意味」とは─「滅び」であろう。既に幼少の頃、妹アイソラが身をもってそ
のことを、ワイルドに教えていたのだ。
ワイルド文学の原点は「レクイエスカット」に他ならない。
58
Notes;
（１）Richard Ellmann, Oscar Wilde（Hamish Hamilton,1987）,p.86.
（２）Walter Pater, The Renaissance（California Press,1980）,p.188.
（３）Oscar Wilde,The Picture of Dorian Gray（Collins,1983）,p.302.
（４）The Renaissance,p.xix.
（５）The Picture of Dorian Gray,p.17.
（６）The Renaissance,p.190.
（７）Oscar Wilde, A Woman of No Importance（Collins,1983）,p.437.
（８）Oscar Wilde, De Profundis（Collins,1983）,p.920.
（９）ed. Rupert Hart-Davis, The Letters of Oscar Wilde（London,1962）,p.629.
（10）The Picture of Dorian Gray,p.214.
（11）Oscar Wilde,“Phrases and Philosophies for the Use of the Young”（Collins,1983）,p.1205.
（12）William Shakespear,Hamlet（Collins,1985）,p.1042.
（13）三島由紀夫、「唯美主義と日本」（筑摩書房、2000）,p.20.
（14）吉田健一、『英国の近代文学』（筑摩書房、1985）,p.8.
（15）Hesketh Pearson,The Life of Oscar Wilde（Methuen,1949）,p.374.
59
ワイルドとペーター　結論
